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つ
一
金
計
七
鰭
一
千
晋
万
円

「
特
別
金
計
一
一
億
円

五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
七
億
一
千
百
七
十
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
二
・
七
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す。こ
れ
は
土
木
事
業
及
び
農
林
業
振
興

事
業
の
伸
び
に
よ
る
も
の
で
す
o

./';ミ

(
歳
入
)

村
税
の
全
体
ぞ
占
め
る
割
合
は
、
わ

ず
か
二
・
五
%
で
あ
D
、
地
方
交
付
税

は
四
一
・
九
%
。
国
県
の
補
助
一
一
一
四
・

二
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わか昭和52年 6月 1日発行

~公民館、活動計画決まる~

(1) 

一
方
、
借
金
で
あ
る
地
方
債
は
国
の

方
針
に
そ
っ
て
重
要
な
財
源
と
し
て
活

用
し
一
五
・
六
%
と
な
っ
て
い
ま
す
o

(
歳
出
)

道
踏
や
農
林
業
援
興
生
活
基
盤
整
備

を
軸
と
し
て
、
次
に
列
記
す
る
諸
事
業

等
を
行
い
ま
す
。

O
林
道

i
川
崎
稲
谷
線

七
五
、

0
0
0千
円

1
横
道
e

百
合
谷
線
外
一
線

一二
O
、0
0
0千
円

O
農
道
i
稲
谷
線
@
交
換
分
合
外
七
線

一
一
八
、

0
0
0千
円

。
林
業
構
造
改
善
事
業
(
含
林
道
)

六
七
、
八
八
O
千
円

。
出
合
簡
易
水
道
外
一三

八
、
七
0
0千
円

。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備
事
業

六
、
九
一
八
千
円

こ
の
ほ
か
、
小
規
模
な
事
業
を
含
め

約
二
億
円
以
上
の
事
業
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
o

河辺村人口動態

( S .52.5月 1日現)

佐 )11 印刷むt
吉田町北小路密 2-0600 

620 

2，309 

1，159 

世帯数

人

男

女

口

子

子

一轍会計構成霊安村
税
外
諸
税

負

担

金

等

寄

附

金

等

諸

入

金

等

二
六
、
六
己
主

一
回
、
五
八
五

一一一、
C

四九

六
、
ロ
九
八

各
も
も

あらたlこ
幼児家躍教青講産

を開設

今
年
度
公
民
館
で
は
、
生
涯
教
青
の

観
点
に
立
っ
て
各
種
学
習
の
場
と
機
会

を
つ
く
る
と
共
に
、
公
民
館
本
館
の
施

設
不
足
を
補
充
す
る
た
め
末
端
の
集
会

所
ヘ
出
向
き
、
心
の
か
よ
い
合
う
郷
土

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
次
の
よ
う
な
活

動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
な
D
ま
し

た
o

。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
学
習
活
動
の
展
開

間
三
才
児
を
も
っ
両
親
ぞ
対
象
に
し

た
家
庭
通
信
教
育
を
実
施

的
四
才
1
五
才
児
を
も
っ
母
親
を
対

象
に
し
た
幼
児
家
庭
教
育
講
座
を

年
間
七
回
開
設

明
青
年
教
室
を
年
間
六
回
開
設

何
婦
人
学
級
ぞ
年
間
六
回
開
設

制
地
区
の
集
会
所
へ
出
か
け
て
三
世

代
交
流
会
を
開
催

二
、
文
化
活
動
の
振
興

開
指
定
文
化
財
の
保
護
と
活
用
品
古
は

か
る
(
防
護
柵
の
設
置
)

州
民
俗
資
料
の
調
査
@
収
集

制
郷
土
芸
能
の
保
存
と
し
て
、
扇
子

お
ど
れ

J

の
音
頭
統
一
号
行
な
い
伝

承
を
は
か
る
。

何
回
1
五
才
児
を
対
象
に
し
た
母
と

子
の
移
動
文
庫
を
巡
回

山
間
小
学
生
を
対
象
に
し
た
児
童
移
動

文
庫
の
巡
回

倒
館
報
を
年
間
六
回
発
行
し
、
親
し

ま
れ
る
紙
面
に
す
る
。

倒
産
業
文
化
祭
(
第
二
回
)
の
開
催

孟
、
健
康
，
つ
く
り
の
推
進

閉
山
親
子
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど

い
(
五
月
五
日
)

的
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会(

七
月
十
七
日
)

肘
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
八
月
二
十
一
日
)

同
エ
十
三
一
回
村
民
運
動
会(

十
月
十
日
)

制
卓
球
大
会
(
十
二
月
四
日
)

肘
夜
間
照
明
施
設
の
活
用

相
健
康
の
鍵
運
動
を
奨
励

四
、
生
活
運
動
の
推
進

肘
あ
い
さ
つ
運
動
の
奨
励

的
料
理
講
習
な
ど
に
よ
っ
て
食
生
活

の
改
善
を
は
か
る
。

明
香
典
返
し
、
見
舞
返
し
な
ど
の
虚

礼
廃
止
運
動
の
徹
底

同
菊
づ
く
り
講
習
な
ど
に
よ
り
花
い

っ
ぱ
い
運
動
ぞ
奨
励

山
川
村
内
一
斉
清
掃
の
実
施

五
、
同
和
教
育
の
推
進

閉
山
同
和
問
題
の
正
し
い
認
識
の
啓
蒙

六
、
各
種
団
体
の
育
成

1，150 

666 

(S .45.10国調)

世帯数

人

2，368 

718 

(S.50.10回調)

世帯数

口人

内訳

災
害
復
旧
費

議

会

費

衛

生

費

そ

の

他

一一、九口口

二
口
、
二
五
七

一回、ロニ四

七、四九一
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お が重るま日、いとと界う変にい
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い ご館 切心の大 o 0 そるすは
た ざ報 にの愛和そ実のとれわ
し い守 生美に尚のに大いばか
ま ま拍 きし生の直偉和 fう、ら

年
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
内
外
有
志
の

協
讃
に
よ
り
去
る
五
月
一
一
一
日
、
盛
大
な

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

碑
石
は
石
鎚
の
流
れ
に
磨
か
れ
た
育

石
に
、
終
戦
の
翌
日
、
心
の
痛
手
を
詠

ん
だ
作
品
で
「
山
か
わ
の
ひ
か
り
し
づ

か
に
蝉
な
け
ど
わ
れ
の
こ
こ
ろ
の
昨
日

に
は
似
ぬ
」
の
碑
文
が
、
裏
山
に
樟
込

ま
れ
た
つ
つ
じ
の
園
に
映
え
、
妙
を
得

た
配
石
と
と
も
に
見
事
な
調
和
を
保
っ

て
、
旧
大
伍
小
正
門
前
に
後
進
の
育
み

を
待
つ
か
の
よ
う
に
異
彩
ぞ
放
っ
て
い

ま
す
。

河
辺
村
唯
一
の
正
統
派
歌
人
と
し
て
、

又
、
ア
ラ
ラ
ギ
系
「
覇
王
樹
」
の
同
人

の
内
で
も
、
純
粋
な
歌
風
と
写
実
の
妙

を
も
っ
て
大
い
に
嘱
望
さ
れ
て
い
た
七

五
三
満
先
生
が
、
河
辺
中
学
校
長
在
臓

の
ま
ま
五
十
五
才
の
生
涯
を
と
じ
ら
れ

た
の
が
、
ひ
ぐ
ら
し
の
声
に
つ
つ
ま
れ

た
昭
和
三
十
四
年
秋
の
夕
暮
れ
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
道
に
縁
遠
い
わ
が
村
で
は
、

次
第
に
そ
の
記
憶
も
遠
の
き
、
珠
玉

の
作
も
鴎
の
目
を
見
ず
今
日
に
至
り
ま

し
た
。こ

れ
を
憂
え
る
教
え
子
の
方
達
を
中

心
に
し
て
歌
碑
建
立
の
芦
が
起
り
、
昨

1億
一」

8千万

67，477千円

92，313千円

6千万4千万

国民健康保険会計

診療所会計

2千万

もあざやかに流麗な直筆

'
五
月
の
抜
け
る
よ
う
な

I
L
M
青
空
に
、
子
供
の
健
や
か

宮
九
四
な
成
長
ぞ
願
っ
て
泳
ぐ
こ

ト
k
日
い
の
ぼ
h
y
。
一
説
に
は
、

「
品
目
神
功
皇
后
が
三
韓
征
伐
の

2
問
時
、
持
ち
帰
ら
れ
た
と
い

町一

V
品
、
ぃ
、
仁
徳
天
皇
の
時
代
か

;
出
ら
と
も
い
う
o
端
午
の
節

句
に
邪
気
を
払
う
た
め
に
供
え
ら
れ
た

ち
ま
き
、
古
代
に
は
、
カ
シ
ワ
の
葉
は
、

食
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
古
い
生
活
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た

も
の
が
、
カ
シ
ワ
餅
と
い
え
、
節
句
餅

と
し
て
作
ら
れ
る
。

活
動
的
に
過
し
た
一
日
が
終
っ
て
、

ほ
っ
と
一
息
、
少
し
疲
れ
ぞ
感
じ
た
時

は
、
つ
い
甘
い
物
に
手
が
出
る
o
そ
れ

は
、
自
然
の
授
理
と
も
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
一
寸
砂
糖
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
o
砂
糖
は
、
わ
ず
か
、
℃

吸
収
さ
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
疲

労
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
素
晴
し
い
働

き
を
す
る
。
又
、
嫌
な
事
が
あ
っ
た
時

悲
し
い
思
い
を
し
た
日
の
夕
方
、
ひ
と

り
、
や
る
せ
な
い
気
持
で
、
ボ
ン
ボ
ン

を
口
の
中
へ
ほ
う
h
y
込
む
、
と
、
甘
さ

が
口
の
中
へ
拡
が
る
に
つ
れ
て
、
心
の

し
こ
り
が
、
ス

1
ッ
と
消
え
た
り
;
l
'

心
を
休
め
る
働
き
も
す
る
。
砂
糖
に
は

甘
味
を
つ
け
る
働
き
の
他
に
、
味
ぞ
ま

ろ
や
か
に
す
る
、
酸
味
を
一
柔
ら
げ
る
等

料
理
の
隠
し
味
的
な
使
い
方
も
あ
る
。

サ
ラ
ダ
、
カ
レ

l
等
に
隠
し
暁
と
し
て
、

砂
糖
を
一
寸
入
れ
る
と
、
味
が
ひ
き
立

つ
o
料
患
の
味
つ
け
、
こ
と
に
煮
物
の

味
つ
け
は
、
砂
糖
塩
醤
油
そ
の
他
の
調

味
糾
の
サ
シ
ス
セ
ソ
の
聞
に
入
れ
ち
コ

が
普
通
。
な
ぜ
、
砂
糖
か
ら
入
れ
ヤ

と
い
う
と
、
砂
糖
の
「
ふ
っ
く
ら
」
さ

せ
る
働
き
を
生
か
し
、
尖
々
の
材
料
の

持
ち
味
を
引
き
出
す
と
共
に
、
味
を
ま

ろ
や
か
に
仕
上
げ
る
た
め
だ
。

先
に
、
塩
か
ら
入
れ
る
と
、
塩
の
性

質
が
う
ち
出
さ
れ
、
材
糾
が
し
ま
っ
て

固
い
物
に
な
っ
て
し
ま
う
o

一
度
し
ま

っ
た
材
料
は
、
な
か
ノ
¥
柔
ら
か
く
な

ら
な
い
し
、
砂
糖
の
ま
ろ
や
か
さ
も
、

つ
ぎ
に
く
く
な
る
。

砂
糖
の
白
さ
は
、
砂
糖
本
来
の
純
粋

な
色
で
、
天
然
の
植
物
(
さ
と
う
き
び

て
ん
さ
い
)
か
ら
純
粋
な
成
分
だ
け
を

取
出
し
だ
自
然
食
品
。
白
く
て
も
、
し

ら
け
な
い
砂
糖
の
お
は
な
し
。

(
A
)
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(2) 第 39号"̂'ミ

稲
作
管
理
メ
モ

O
水
管
理

田
植
後
五

1
七
日
す
る
と
新
し
い
根

が
出
て
活
着
し
、
分
け
つ
を
始
め
ま
す
o

活
着
後
は
浅
水
と
し
ま
す
。
な
お
、
冷

水
の
入
る
と
こ
ろ
で
は
、
い
も
ち
病
の

発
生
が
多
く
な
り
分
け
つ
も
少
な
く
な

る
の
で
、
う
か
い
水
路
を
作
っ
て
こ
こ

を
通
し
て
潅
水
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

潜
水
す
る
時
刻
は
午
後
に
し
て
、
少
し

で
も
水
温
巻
上
げ
る
よ
う
に
努
め
ま
し

ょャコ。

。
病
害
虫
防
除

六
月
中
旬
に
な
る
と
、
稲
の
い
し
ゅ

く
病
を
伝
染
す
る
グ
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ

イ
U

の
第
二
回
目
の
発
生
期
と
な

D
ま

す
。
近
年
で
は
、
い
し
ゅ
く
病
の
パ
イ

ラ
ス
を
持
っ
て
い
る
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ

イ
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
必
ず
防
除

し
ま
し
ょ
う
o
農
薬
は
メ
オ
ジ
ノ
ン
粉

わ

剤
で
一

0
ア
ー
ル
当
。
一
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
散
布
し
て
下
さ
い
。

七
月
に
な
る
と
葉
い
も
ち
病
が
発
生

し
ま
す
。
防
除
が
遅
く
な
る
と
ズ
リ
コ

ミ
状
と
な
り
、
回
復
に
も
な
が
く
か
か

幻
滅
収
と
な
る
の
で
早
目
に
防
除
し
て

下
さ
い
。
農
薬
は
キ
タ
ジ
ン

P
粉
剤
で

一
0
ア
ー
ル
当
h
y
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
散

布
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
毎
年
ズ
リ
コ

ミ
状
態
に
な
る
水
田
で
は
、
発
病
前
に

キ
タ
ジ
ン

P
粒
剤
を
湛
水
状
態
で
一

0

ア
ー
ル
当
hu
一
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
使
用
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
使
用
後
は
一
一
一
日
聞

く
ら
い
は
水
を
動
か
さ
ぬ
方
が
効
果
が

あ
h
y
ま
す
。

。
除
草
剤
の
使
用

田
植
初
期
の
除
草
剤
と
し
て
は
、

M

O
粒
剤
等
を
使
用
し
ま
す
o
こ
の
粒
剤

は
田
植
後
四
1
六
日
目
ま
で
に
使
用
し

て
下
さ
い
。
水
は
四
j
五
セ
ン
チ
と
し
、

装
い
も
あ
ら
た
に

カ
ム
パ
ッ
ク
し
た
師
、
河
中
施
設

カ為昭和52年 6月1日発行

使
用
後
コ
一
日
く
ら
い
は
滋
水
し
て
水
を

動
か
さ
な
い
よ
う
に
充
分
注
意
し
て
下

さ
い
o
か
け
流
し
で
は
効
果
が
上
が
ら

な
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
o

菓
管
理
メ
モ

の
国
間
幹
害
虫
(
天
牛
等
)
の
防
除

樹
幹
害
虫
の
被
害
は
、
栗
が
枯
れ
る

原
因
の
六
1
七
割
を
占
め
、
粟
の
生
産

を
低
め
、
樹
令
を
短
か
く
し
ま
す
o
六、

七
月
は
発
生
産
卵
期
に
な

D
ま
す
o

防
除
法
は
六
月
中
旬
に
サ
ッ
チ
ュ

l

コ
l
ト
等
を
主
幹
に
塗
布
す
る
と
効
果

が
高
い
の
で
必
ず
行
な
っ
て
下
さ
い

0

0
夏
肥
の
施
用

夏
肥
の
効
果
は
樹
勢
を
良
く
し
、
品

質
、
収
量
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ケ
リ

タ
マ
パ
チ
の
対
策
に
も
な
れ
￥
主
9
の
で
、

一
0
ア
ー
ル
当
り
化
成
肥
料
品
ぜ
三
0
キ

ロ
グ
ラ
ム
六
月
下
旬
に
施
用
し
て
下
さ

い
。
大
洲
鹿
業
改
良
普
及
所

年
ご
と
に
激
し
く
な
る
過
疎
現
象
を

き
び
し
く
反
映
し
て
、
村
内
各
小
中
学

校
と
も
に
児
童
生
徒
数
の
滅
少
が
め
だ

ち
ま
す
が
、
特
に
大
伍
小
と
河
辺
小
で

は
ひ
ど
く
、
本
年
度
は
大
伍
小
地
区
三

十
一
名
、
河
辺
市
T

地
区
四
十
名
に
も
減

h
y
、
こ
の
ま
ま
で
は
ま
す
ま
す
復
式
学

級
が
続
出
し
、
教
育
効
果
、
学
校
運
営

に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
明
確
で
あ

り
、
数
年
前
か
ら
検
討
中
で
あ
り
ま
し

た
小
学
校
の
統
合
が
、
村
と
両
校
区
ご

父
兄
の
闘
で
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
円

満
裡
に
実
現
を
み
た
こ
と
は
ご
存
知
の

と
お
り
で
す
。

開
校
と
な
っ
た
両
校
区
の
ご
父
児
に

と
っ
て
は
、
二
十
数
年
親
し
み
な
じ
ん

だ
母
校
が
姿
を
消
し
た

D
、
空
き
校
舎

と
な
っ
た
こ
と
は
感
慨
無
量
の
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
o

し
か
し
な
が
ら
大
き
く
未
来
に
は
ば

た
く
郷
土
の
少
年
少
女
達
が
、
よ
り
多

く
の
友
達
と
よ
れ
U

よ
い
施
設
の
中
で
、

お
互
い
に
切
確
琢
磨
さ
れ
な
が
ら
学
習

で
き
る
こ
と
は
、
学
力
向
上
は
も
と
よ

り
、
一
番
大
切
な
人
間
形
成
の
上
に
一

段
と
成
果
が
あ
が
る
も
の
と
確
信
い
た

し
ま
す
o

ひと味違ったパッ卜@パット

ゴルフに小供達も必死

築
こ
う
よ

人
権
守
っ
て
明
る
い
村
づ
く
り

昨
年
四
月
、
本
村
が
λ
種
モ
デ
ル
地
区

の
指
定
を
受
け
、
人
権
擁
護
推
進
協
議

会
が
発
足
し
て
以
来
、
村
民
各
位
の
絶

大
な
る
ご
理
解
の
も
と
に
、
活
発
な
人

権
擁
護
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本

年
度
も
引
き
続
き
人
権
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
に
、

お
互
い
の
人
権
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
問

題
を
起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
明
る

く
平
和
な
村
づ
く
b
に
努
力
し
て
お

D

ま
す
。一

一
閣
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
D
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
事
業
計
画
年
間
目
標
並
び
に

両
地
区
の
ご
父
兄
の
教
育
に
対
す
る

先
見
と
ご
熱
意
に
敬
意
を
表
す
る
と
共

に
、
連
日
の
学
校
移
転
作
業
に
ご
奉
仕

下
さ
っ
た

P
T
A全
員
の
方
々
、
年
度

末
休
暇
壱
完
全
に
返
上
し
て
、
移
転
整

備
作
業
に
ま
で
取
D
組
ん
で
い
た
だ
い

た
両
校
の
先
生
方
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

図書寄贈の
お札

相
談
内
容
の
一
端
を
左
に
掲
げ
ま
す
0

0
年
間
目
標
¥

一
、
人
権
相
談
所
開
設
(
毎
月
一
回
)

二
、
講
演
会
、
座
談
会
の
開
催
(
公
民

館
の
学
級
に
と
り
い
れ
る
)

一
二
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
人
権
に
関

す
る
作
品
展
示
ι
再
開
催

※
相
談
内
容
(
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま

す
。
)

O
隣
近
所
の
い
や
が
ら
せ
、
借
地
、

借
家
の
も
め
ご
と

O
不
当
な
差
別
を
受
け
た
時

O
離
婚
、
扶
養
、
相
続
、
金
銭
貸
借

そ
の
他
の
法
律
相
談
な
ど
。

(
人
権
擁
護
推
進
協
議
会
)

》フォークダンスで

おわかれのあいさつ》

楽
し
か
っ
た

親
子
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

A

の
つ
ど
い

本
年
度
は
じ
め
て
の
催
し
と
し
て
、

婦
人
会
、
公
民
館
共
催
の
「
親
子
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
」
が
、
去
る

五
月
五
日
河
辺
小
学
校
の
講
堂
で
行
な

わ
れ
た
o
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、

朝
の
う
ち
は
出
足
が
悪
か
っ
た
が
、

r

人
十
人
と
親
子
で
や
っ
て
来
て
昼
前
y

は
約
八
O
名
の
参
加
と
な
D
、
親
子
い

り
ま
じ
っ
て
の
ゲ

i
ム
も
一
段
と
熱
判

六
月
の
行
事

担
日

1
虫
送
h
u

未
定

1
部
落
お
ひ
ま
ち

七
月
の
行
事

日
日
j
夏
休
み

(
百
合
谷
)

(
国
木
)

(
赤
ケ
滝
)

こ
の
た
び
、
山
ノ
内
教
善
氏
が
教
職

生
活
四
十
年
、
坂
本
小
学
校
長
を
最
後

に
勇
退
さ
れ
四
月
に
松
山
ヘ
転
出
さ
れ

ま
し
た
o

そ
の
際
に
、
公
民
館
図
書
室
ヘ
「
人
生

を
ど
う
生
き
る
か
」
な
ど
、
蔵
書
八
十

九
冊
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
移
動
文
障
な
ど
に
よ
っ
て
有

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
o

ご
芳
志
に
対
し
紙
上
よ
り
出
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

白
日

1
念
仏

H

j
天
神
社
夏
祭

出
日

i
夏
祭

幻
日
j
夏
祭

ま
ご
こ
ろ
銀
行
か
ら
お
札

二
三
O
、
0
0
0
円
也

織
本
熊
男
殿
大
野
富
士
男
殿

香
典
返
し
に
か
え
て
村
社
協
ま
ご
こ

ろ
銀
行
に
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
尊
い
ご
芳
士
山
の
趣
旨
を
広
く
社

会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
努
力

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
o

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

国長豆

国
歌

上
林
ヨ
シ
子

厨
辺
に
タ
飼
を
つ
く
る
嫁
あ
わ

J

て

勤
め
つ
か
れ
し
心
和
み
ぬ

清

水

孝

野
良
仕
事
思
う
ま
ま
に
は
は
か
ど
ら
ず

齢
の
せ
い
か
と
心
焦
る
も

関
井
恵
美
子

木
の
芽
垣
ま
わ
り
て
く
れ
ば
山
搬
の

匂
い
か
す
か
に
漂
い
て
来
ぬ

、

ノ
中
学
三
年
の
頃
、
と
て
も
自
分
で
働

く
こ
と
が
夢
だ
っ
た
わ
た
し
も
、
社
会

人
に
な
っ
て
や
っ
と
一
ヶ
月
ぞ
過
ぎ
ま

し
た
。一

日
/
¥
が
、
と
て
も
早
く
過
ぎ
去

っ
て
し
ま
う
の
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ

と
と
も
に
自
分
の
心
が
緊
張
か
ら
、
だ

ん
だ
ん
と
解
放
さ
れ
て
い
く
よ
う
で

自
問

@
3
@
日

軍
一
位
・

5
@
印

と
は
ふ
り
捨
て
て
い
る
つ
も
り
で
す
o

も
し
も
、
自
分
が
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か

か
っ
て
も
、
周
囲
の
人
達
が
明
る
く
、

に
ぎ
や
か
な
人
達
だ
か
ら
す
ぐ
に
自
分

を
取
り
も
ど
せ
そ
う
で
す
o

こ
う
い
う
周
囲
の
人
達
の
中
で
私
は

こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
o

「
社
会
人
に
な
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

た
く
さ
ん
の
人
と
出
合

い
、
心
を
通
じ
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
人
々
の
心

が
わ
か
っ
て
く
る
よ
う

だ
か
ト
ャ
;
止

こ
う
し
て
、
仕
事
を

通
じ
て
め
ぐ
り
会
っ
た

人
と
の
出
合
い
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す

こ
ん
な
こ
と
を
雪
、
ど

清
水

一
雨
毎
若
葉
と
共
に
忙
し
く

気
が
せ
く
ば
か
り
今
日
も
過
ぎ
ゆ
く

中
本
文
江

若
葉
香
る
風
の
聞
に
ノ
¥
ホ
ト
ト
ギ
ス

初
立
百
す
が
し
も
粟
の
木
か
げ
に

す。自
分
の
部
屋
に

帰
っ
て
ふ
と
考
え

ぷ
る
こ
と
は
〔
な
ぜ
」

私
は
こ
こ
に
い
る

の
だ
ろ
う
と
い
う

吟
ぶ
叫
こ
と
で
す
o

ポ
ー
第
考
え
つ
く
と
、

い
つ
も
回
の
前
に

「
河
辺
」
と
い
う

名
の

H

故
郷
。
そ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
い
る
聞
も
時
聞
は
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
す
。

親
の
い
る
河
辺
を
離
れ
て
み
て
自
分
が
一
私
も
十
月
か
ら
は
通
信
教
育
を
始
め

思
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
と
い
一
ま
す
o
そ
れ
ま
で
に
は
色
々
な
こ
と
が

う

こ

と

ば

で

す

。

一

あ

り

そ

う

で

す

。

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
1
i去
」
い
わ
い
に
し
一
で
も
、
自
分
で
決
め
た
道
だ
か
ら
マ

て
私
は
ま
だ
そ
ん
な
経
験
が
あ
り
ま
せ
一
イ
ペ

l
ス
で
歩
い
て
行
ぎ
た
い
と
思
い

一
入
っ
て
き
た
o
外
の
は
げ
し
い
雨
音
も
十
ん
。
経
験
が
な
い
こ
と
は
お
か
し
い
か
一
ま
す
o

一
子
供
た
ち
の
歓
声
で
ま
っ
た
く
き
こ
え
一
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
そ
ん
な
こ
一

-
な
い
。
新
ら
し
く
購
入
し
た
ゲ
l
ム
遊

-

t
事

t
s
t
a
t
s
t
s
t
t
t
E
a
t
s
t
s
t
B
t
B
t
s
t
s
t
s

一
具
も
そ
の
つ
ど
説
明
書
を
広
げ
て
読
ん
一
よ
り
方
法
も
な
く
、
笑
い
な
が
ら
見
て

一
だ
り
、
子
供
た
ち
か
ら
は
「
こ
ん
ど
は
一
い
た
o
か
え
っ
て
子
供
だ
ち
も
こ
の
方

ニ
な
に
す
る
の
」
と
せ
き
た
て
ら
れ
た
り
一
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
す
る
一
幕
も
あ
っ
た
り
し
て
な
ご
や
か
一
来
年
か
ら
は
内
容
を
よ

D
充
実
し
た

v

一
な
一
日
で
あ
っ
た
。
指
導
者
も
い
つ
の
一
も
の
に
し
て
、
多
く
の
参
加
を
呼
び
か

こ
聞
に
や
ら
子
供
だ
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
一
け
、
「
親
子
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
つ

一
し
ま
い
、
ル

l
ル
な
ど
お
か
ま
い
な
し
。
一
ど
い
」
を
恒
例
化
し
て
い
き
た
い
も
の

叫
一
一
段
落
つ
く
ま
で
イ
ス
に
座
っ
て
侍
つ
一
で
あ
る
o
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ご
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散
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ざ
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ま
す
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